
表 1品々帳にみえる城端町来住者軒数

元禄六年(1693)より数えての来住年代 軒数

140 (天文22年〈1553〉) 1 

122 2 

121 2 

119-120 (天正元年〈1573〉) 15 

109-100 45 

99-90 (慶長8年〈1603〉) 30 

89-80 29 

79-70 (元和9年〈1623〉) 24 

69-60 34 

59-50 (寛永20年〈1643〉) 21 

49-40 35 

39-30 (延宝元年〈1673〉) 66 

29-20 46 

19-10 (天和3年〈1683〉) 59 

9- 79 

188 

676 

※本表は「富山県史」通史編皿949頁の表より

作成した。来住者の出身地は砺波郡や五箇

山、金沢などが比較的多いとある。本史料

ではこうした統計処理がなされることで町

の成長がわかるとされている。

こ
こ
で
は
、
本
資
料
編
に
収
載
し
た
史
料
の
概
要
を
示
す
と
と
も
に
、

町
域
に
関
し
て
行
っ
た
資
料
調
査
に
つ
い
て
も
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
収
載
さ
れ

た
史
料
の
表
記
等
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
の
例
言
で
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
収
載
し
た
史
料
の
う
ち
町
内
文
書
の
表
題
の
頭
に
は
通
し
番
号
を
付
し
て

あ
る
が
、
通
史
編
の
一
部
本
文
に
お
い
て
照
合
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

な
お
、
収
載
史
料
を
含
め
て
史
料
整
理
や
読
み
本
の
作
成
に
つ
い
て
は
、

以
前

か
ら
地
道
な
活
動
を
続
け
て
き
た
地
元
の
「
ふ
る
さ
と
歴
史
研
究
会
」
古
文
書
部

会
な
ど
の
成
果
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

本
資
料
編
で
は
、
①
ま
と
ま
っ
た
分
量
の
あ
る
「
組
中
人
々
手
前
品
々
覚
書
帳
」
．

「
諸
事
御
触
抜
書
」
を
最
初
に
収
載
し
、
②
町
内
文
書
、
③
町
外
文
書
、
④
近
代

刊
行
物
な
ど
に
分
け
て
収
載
し
て
い
る
。
特
に
①
は
城
端
町
に
関
す
る
基
本
史
料

と
し
て
、
長
文
で
あ
る
が
省
略
せ
ず
に
収
載
し
た
。
収
載
し
た
町
内
史
料
は
地
区

別
に
編
年
で
整
理
し
て
お
り
、
個
人
蔵
の
史
料
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
配
列
し
た
。

は
じ
め
に

ー
．
収
載
史
料
の
概
要

五
、
収
載
史
料
と
資
料
調
査
に
つ
い
て

て
い
る
。

収
載
史
料
は
町
内
と
町
外
の
文
書
は
合
わ
せ
て
一
〇
七
点
で
あ
る
。

組
中
人
々
手
前
品
々
覚
書
帳
元
禄
六
年
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
「
組
中
人
々
手
前
品
々

覚
書
帳
」
は
、
す
で
に
『
城
端
町
史
』
や
『
富
山
県
史
』
、
『
加
賀
藩
改
作
法
の
研

究
」
な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
全
体
は
今
ま
で
、
一
般

の
目
に
触
れ
る
形
で
活
字
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
帳
は
、
目
次
に
示
し
た
よ

う
に
出
丸
か
ら
新
町
・
野
下
な
ど
全
部
で
九
冊
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
当
時
そ
れ

ぞ
れ
の
町
に
住
む
一
軒
ご
と
の
住
民
情
報
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
表

1
で
示
し
た
よ
う
に
、
天
文
・
天
正
期
か
ら
城
端
町
に
移
住
し
た
と
伝
え
る
家
が

見
ら
れ
、
い
つ
頃
、
ど
こ
か
ら
、
何
軒
く
ら
い
町
に
来
住
し
た
か
が
記
録
さ
れ
て

お
り
、
江
戸
時
代
初
期
に
町
場
を
形
成
し
て
ゆ
く
城
端
町
の
成
り
立
ち
が
わ
か
る

も
の
で
あ
る
。

諸
事
御
触
抜
書

本
史
料
は
「
ふ
る
さ
と
歴
史
研
究
会
」
に
よ
り
平
成
六
年
に
活

字
化
さ
れ
て
い
る
が
、
再
度
収
録
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
天
正
二
二
年
（
一

五
八
五
）
よ
り
筆
が
起
こ
さ
れ
享
保
―
二
年
（
一
七
二
七
）
に
至
る
ま
で
の
、
城

端
町
に
出
さ
れ
た
触
や
申
渡
な
ど
を
集
め
た
留
帳
で
あ
る
。
成
立
年
次
は
未
詳
で

あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
近
世
前
期
の
城
端
町
の
成
立
や
し
だ
い
に
整
備
さ
れ
て

い
く
加
賀
藩
と
の
支
配
関
係
が
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
る
。

町
内
文
書
後
述
す
る
よ
う
に
各
地
区
ご
と
に
調
査
収
集
し
た
も
の
の
う
ち
、
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
村
方
に
か
か
わ
る
史
料
を
最
初
に
置
き
若
干
の
選
択
を
加
え
収

載
し
て
い
る
。
近
世
の
藩
政
村
（
自
然
村
）
を
中
心
に
是
安
地
区
か
ら
初
め
て
北

野
地
区
に
至
る
一
三
の
地
域
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
関
す
る
史
料
を
九

五
点
収
載
し
て
い
る
。
一
点
一
点
の
史
料
の
詳
細
を
省
く
が
、
近
世
の
村
方
に
お

け
る
新
開
願
や
碁
盤
割
、
年
貢
皆
済
状
、
役
人
交
代
願
、
送
状
、
山
論
関
係
の
史

料
な
ど
を
収
載
し
た
。
近
代
に
つ
い
て
は
、
行
政
関
係
の
史
料
を
中
心
に
収
載
し
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ま
た
、
各
個
人
で
所
蔵
し
て
い
る
史
料
は
、
関
係
す
る
地
区
に
配
列
し
て
い
る
。

是
安
地
区
周
辺
の
様
子
が
わ
か
る
近
世
の
巡
検
上
使
に
関
す
る
天
保
九
年
(
-
八

三
八
）
の
記
録
を

一
点
、
寛
政
三
年
の
中
尾
村
に
関
す
る
近
世
の
戸
口
史
料
を

一

点
、
細
木
に
関
す
る
享
保
か
ら
化
政
期
に
か
け
て
の
碁
盤
割
願
、
切
高
証
文
な
ど

を
残
す
細
川
家
の
肝
煎
文
書
二
七
点
の
計
二
九
点
を
収
載
し
た
。

次
に
町
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
医
師
で
郷
土
史
家
で
あ
る
洲
崎
哲
二
が
収
集

し
た
文
書
群
か
ら
、
天
保
四
年
の
藩
政
期
の
多
様
な
記
録
で
あ
る
「
袖
鑑
」
と
戦

前
に
城
端
町
長
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
荒
木
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
日
誌
的
な
記

録
で
あ
る
「
荒
木
旧
記
」
の
一
部
、

三
点
を
収
載
し
た
。
ま
た
、
城
端
町
が
所
蔵

す
る
天
保
九
年
の
巡
見
使
へ
の
返
答
書
、
前
田
利
常

（微
妙
院
）
が
与
え
た
御
印

書
の
留
帳
、

善
徳
寺
に
か
か
わ
る
記
録
と
し
て
の
「
真
調
記
」
な
ど
三
点
を
収
載

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

一
部
は

「富
山
県
公
文
書
館
文
書
目
録
」
四

・
七

・
八
な

ど
で
も
扱
わ
れ
て
い
る
。

町
外
文
書
こ
こ
で
は
、
高
樹
文
庫
・
杉
野
家
文
書

・
中
辻
文
庫
（
そ
れ
ぞ
れ
後

述
）
な
ど
か
ら
六
点
の
史
料
を
収
載
し
て
い
る
。

高
樹
文
庫
は
新
湊
市
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
、
江
戸
時
代
後
期
の
著
名
な

測
量
家
石
黒
家
に
伝
わ
っ
た
資
料
群
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
城
端
出
身
の
天
文
学
者

西
村
太
沖
の
書
簡
を
収
録
し
た

（「
高
樹
文
庫
資
料
目
録
」
昭
和
五
三
年、

「高
樹

文
庫
資
料
目
録

（古
文
書
）』
平
成
二
年
）。
こ
の
ほ
か
西
明
村
に
関
す
る
内
検
地
関

係
の
絵
圏
・
測
量
野
帳
な
ど
の
記
録
史
料
が
確
認
で
き
た
。
杉
野
家
文
書
は
富
山

市
郷
土
博
物
館
（「
十
村
杉
野
家
文
書
目
録
」
平
成
七
年
）
と
福
岡
町
歴
史
民
俗
資

料
館
（「
大
滝
村
十
村
杉
野
家
文
書
目
録
j

平
成

―
二
年
）
に
分
か
れ
て
保
管
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
幕
末
期
に
井
口
村
裁
許
で
あ

っ
た
福
岡
町
の
十
村
杉
野
家
に
伝

わ
っ
た
も
の
で
東
西
原
村
の
記
録
を
収
載
し
た
。
ま
た
、
石
川
県
立
図
書
館
蔵
の

文
化
三
年
「
触
下
寺
庵
由
来
書
」
は
善
徳
寺
に
か
か
わ
る
記
録
と
し
て
収
載
し
た
。

近
代
に
関
す
る
記
録
と
し
て
刊
本
か
ら
三
点
収
載
し
た
。
中
辻
文
庫
は
入
善
町

に
あ
っ
た
私
立
図
書
館
「
米
沢
図
書
館
」
の
戦
前
の
蔵
書
を
中
心
と
す
る
氷
見
市

立
図
書
館
の
文
庫
で
あ
る
（
「中
辻
文
庫
図
書
目
録
」
平
成
六
年
）
。
明
治
四
三
年
「
蓑

谷
村
農
是
調
査
」
は
、
内
容
が
詳
細
で
か
つ
具
体
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
多
く
の

地
域
の
人
々
が
か
か
わ
っ
て
実
施
さ
れ
た
、

地
方
改
良
運
動
と
連
動
す
る
地
域
分

析
と
実
践
の
報
告
書
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
郡
は
大
正
期
ま
で
置
か
れ
て
い
た
行

政
組
織
で
、
こ
こ
に
設
置
さ
れ
て
い
た
郡
会
に
関
す
る
議
員
の
人
名
録
で
あ
る
、

昭
和
三
年
刊
行
の

「郡
会
宝
鑑
」
か
ら
町
域
関
係
を
抄
録
し
て
収
載
し
た
。

以
上
、
収
載
史
料
の
概
要
を
簡
単
に
示
し
た
が
、
次
に
本
巻
の
編
纂
に
当
た
っ

て
行
っ
た
資
料
調
査
、
収
集
の
経
緯
、
資
料
群
の
全
体
的
な
傾
向
に
つ
い
て
触
れ

て
お
き
た
い
。

2
．
調
査
概
要

調
査
の
経
緯

こ
こ
で
は
、
資
（
史
）

料
調
査
の
経
緯
と
そ
の
な
か
で
中
心
を
占

め
る
区
有
文
書
と
自
治
体
史
記
述
の
基
本
資
料
と
も
い
う
べ
き
町
役
場
文
書
に
つ

い
て
触
れ
て
お
く
。

城
端
地
域
は
お
お
む
ね
、
町
部
の
ほ
か
大
鋸
屋
・
南
山
田

・
蓑
谷

・
北
野
の
旧

町
村

（
行
政
村
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
五
0
あ
ま
り
の
地
区
（
自
然
村
）
に

分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
自
然
村
は
近
畿
地
方
と
同
様
に
江
戸
時
代
の
村
（
藩
政
村
）

と
比
較
的
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

本
巻
の
刊
行
に
当
た
っ
て
、
最
初
に
文
書
資
料
を
中
心
と
し
て
、
こ
う
し
た
各

地
区
に
対
し
て
教
育
委
員
会
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
配
布
に
よ
る
所
在
調
査
と
電
話

に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
区
長
を
中
心
に
各
地
域
の
方
々
の
多

大
な
協
力
と
理
解
に
基
づ
き
実
施
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
、
各
地
区

に
伝
存
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
古
文
書
等
に
対
し
て
の
、
恐
ら
く
初
め
て
の
全
域

的
な
基
礎
的
な
資
料
調
査
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
情
報
に
基
づ
き
現
地
に
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こ
の
調
査
の
過
程
で
、
表
2
に
示
し
た
よ
う
に
、
南
山
田
地
区
で
は

一
九
六
九
点
・
大
鋸
屋
地
区
七
九
一
点
・
蓑
谷
地
区
―
―
二
二
点
な
ど
各
地
区
で

保
管
す
る
四
0
0
0
点
を
超
え
る
区
有
文
書
を
初
め
、
い
く
つ
か
の
個
人
所
蔵
文

書
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
資
料
内
容
な
ど
の
現
状
把
握
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
地
区
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
礎
と
し
た
調
査
の
た
め
、
お
の
ず
と
調
査
対
象
や
範
囲

表2地区別文書調査点数の概要
調
査
結
果

おける現状確認のための予備調査を実施した。その際、簡単ではある

が所蔵資料の主要なものについてはその表題や年代、冊数を中心に記

録し、仮目録を作成することにした。また、保管現況や一部の資料に

ついては現地で、執筆に際しての内容確認や後の翻刻のため資料とし

て写真撮影を実施している。

調査に際しては高橋とともに副委員長である斉藤耕三が調査に同行

し、教育委員会では景山奈央子・宮崎順一郎が地区との連絡・調査・

撮影整理（特に仮目録作成）などを精力的に行った。調査箇所や日程

は本編の編集日誌に示されている。

地区名 調査箇所 調査点数
東下 44 

城端
西上 118 
西下 127 
小計 289 
信末 259 
是安 438 
野田 194 
塔尾 295 

南山田 上見 95 
上原 190 
大窪 148 
細木 350 
小計 1969 
中尾 109 
大鋸屋 306 

大鋸屋 林道 310 
理休 66 
小計 791 
蓑谷 326 
細野 148 

蓑谷 西明 421 
東西原 227 
小計 1122 
計 4171 

個人蔵
1 6 
2 36 
3 7 

町蔵文書 町蔵洲崎文書 222 
加越能文庫 39 

町外文書
福岡杉野文書 43 
富山杉野文書 17 
高樹会 32 
小計 131 

町
外
調
査

に
限
界
が
あ
り
、
刊
行
ま
で
の
日
程
と
い
っ
た
時
間
的
な
制
約
も
あ
っ
て
残
し
た

課
題
も
多
い
。
特
に
町
内
す
べ
て
の
地
域
に
予
備
調
査
が
及
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、

文
書
以
外
の
文
化
財
や
信
仰
・
民
俗
的
な
生
活
資
料
な
ど
を
含
め
て
、
ま
だ
未
調

査
で
眠
っ
て
い
る
多
く
の
資
料
の
存
在
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
本
地
域
に
お

け
る
今
後
の
継
続
的
な
調
査
研
究
の
成
果
に
期
待
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
後
述
す
る
よ
う
に
散
逸
を
免
れ
た
、
大
鋸
屋
村
の
役
場
文
書
、
城

端
町
が
保
存
し
て
き
た
役
場
文
書
の
存
在
を
確
認
で
き
た
こ
と
は
も
う
一
っ
の
大

き
な
収
穫
で
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
役
場
文
書
も
区
長
を
は
じ
め
町
関
係
各
位
の

努
力
に
よ
り
、
冊
子
表
題
と
年
代
の
み
で
は
あ
る
が
仮
目
録
を
作
成
し
、
そ
の
概

要
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

各
地
区
へ
の
調
査
と
並
行
し
て
、
十
分
と
は
言
え
な
い
が
町
外
に
残

る
関
係
資
料
の
調
査
も
行
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
杉
野
家
文
書
や
高
樹
会

へ
の
調
査
の
ほ
か
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
室
に
は
加
越
能
文
庫
を
は

じ
め
加
賀
藩
の
藩
政
に
関
す
る
多
く
の
資
料
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
関
係
資
料
が

散
見
す
る
（
『
加
越
能
文
庫
解
説
目
録
』
上
・
下
）
。
こ
う
し
た
町
外
文
書
の
内
容
に

※調査点数は区有文書の場合、予備調査として現

地での数量確認に墓づくものである。この時は

保管状況など現状確認を優先したためと、合冊．

破損など諸般の事情により概数にとどまるもの

もある。このため今後本格的な調査整理が必要

と考えられる。町外文書については原則的には

通常のカラーネガによる写真撮影を実施した文

書点数である。
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表 3大鋸屋村役場文書時期別保存簿冊数
和麿 簿冊敷 総冊数対比

明治8~21年 101 5. 6 
明治22~29年 73 4. 1 
明治30-45年 259 14. 3 
大正2-14年 337 18. 7 
昭和2年～昭和6年 176 9. 7 
昭和7~12年 179 9. 9 
昭和13~16年 142 7. 9 
昭和17~20年 134 7.4 
昭和21~27年 327 18. 1 
昭和47年 2 0. 1 
年未詳 76 4. 2 
合計 1806 100 

※大鋸屋村の村役場文書は、各時代をとおして一定の整理・選

別されていると考えられる。さらに町村合併の時に一部を除

き町の書庫などに移管されず、現地保存されたために残った

と考えられる貴重な資料である。ここでは、町村制施行・日

中戦争・太平洋戦争など幾つかの年代に分けてその保存率を

出している。明治期後半から文書の数が増えてゆき、太平洋

戦争後の変革期の貴重な資料を含む。その主要な内容は表5

を参照しほしい。

つ
い
て
は
、

『
富
山
県
史
」
や
周
辺
自
治
体
史
に
負
う
こ
と
も
大
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
各
所
蔵
所
が
作
成
し
た
既
刊
の
目
録
よ
り
町
域
関
係
と
見
ら
れ
る
も

の
を
選
択
し
て
、
ニ
ニ
0
点
以
上
の
文
書
な
ど
を
各
所
蔵
先
に
て
調
査
し
た
。
こ

の
他
、
富
山
大
学
所
蔵
の
十
村
文
書
で
あ
る
川
合
文
書
（
「
越
中
国
砺
波
郡
戸
出
村

川
合
文
書
目
録
」
平
成
八
年
）
、
国
立
資
料
館
史
料
館
が
調
査
し
て
お
り
、
現
在
も

大
量
の
資
料
が
当
主
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る
十
村
折
橋
家
な
ど
で
も
関
係
資
料

を
確
認
し
て
い
る
（
（
「
金
子
文
書
折
橋
家
文
書
調
査
報
告
書
j

昭
和
四
九
年
）
。

3
．
区
有
文
書
と
役
場
文
書

区
有
文
書
各
地
域
で
区
長
宅
や
公
民
館
な
ど
に
残
る
、
引
継
文
書
を
入
れ
て
あ

る
区
長
タ
ン
ス
の
な
か
に
伝
存
し
て
い
る
区
有
文
書
が
多
く
確
認
で
き
る
。
こ
の

な
か
に
は
、
近
世
の
村
関
係
の
資
料
と
し
て
村
役
人
が
管
理
し
て
き
た
記
録
文
書

が
伝
存
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
今
回
、
肝
煎
を
務
め
た
村
役
人
の
家
に
伝
わ
っ

た
文
書
に
つ
い
て
は
、
調
査
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
各

地
区
の
こ
う
し
た
区
有
文
書
が
近
世
の
村
の
様
子
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と

も
な
っ
た
。
さ
ら
に
こ
こ
に
は
、
明
治
以
降
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
村
の
運
営

や
管
理
に
関
す
る
史
料
、
地
域
行
政
に
か
か
わ
る
史
料
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。
た

だ
し
平
成
に
入
っ
て
の
も
の
は
現
在
も
活
用
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
量
的
に

も
多
く
今
回
の
調
査
対
象
か
ら
は
ず
し
た
も
の
が
多
い
。

区
有
文
書
の
内
容
は
、
近
世
で
は
村
御
印
や
村
の
新
開
文
書
、
年
貢
皆
済
状
、

村
役
人
の
交
代
願
、
碁
盤
割
（
田
地
割
）
関
係
と
そ
れ
に
関
す
る
野
帳
（
土
地
の

調
査
記
録
）
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
特
に
地
域
性
を
反
映
し
て
山
論
関
係
の
文
書
は

天
正
期
か
ら
の
明
治
に
至
る
ま
で
の
記
録
を
残
し
て
い
る
。
明
治
以
降
で
は
、
土

地
台
帳
や
地
引
図
、
区
画
整
理
に
関
す
る
も
の
な
ど
土
地
関
係
が
多
く
、
あ
と
村

の
万
雑
（
会
計
記
録
）
や
共
同
作
業
な
ど
の
た
め
の
人
足
帳
、
村
の
内
部
で
の
活

動
を
示
す
記
録
類
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
区
有
文
書
は
地
域
の
生
活
や
自

治
会
活
動
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
群
で
あ
る
。

役
場
文
書
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
大
鋸
屋
地
区
に
保
管
さ
れ
て
い

た
一
八
0
0
点
に
余
る
旧
大
鋸
屋
村
の
役
場
文
書
で
あ
る
。
そ
の
概
数
を
年
代
順

に
整
理
し
表
3
で
示
し
た
。
表
4
は
、
ラ
ベ
ル
に
よ
る
簿
冊
番
号
と
簿
冊
年
代
を

示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
整
理
や
選
別
す
る
以
前
の
簿
冊
の
状
況
が
推
定
で
き
る
。

表
5
は
簿
冊
表
題
か
ら
内
容
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
八
年
か
ら
昭
和
二

七
年
の
町
村
合
併
ま
で
を
中
心
と
し
て
、
議
会
関
係
や
収
支
決
算
な
ど
大
鋸
屋
村

の
行
政
全
般
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
資
料
群
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に

戦
前
期
に
整
理
·
分
類
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
、
赤
庶

0
号
・
赤
会
0
号
•
印

第
0
号
•
印
庶
第
0
号
の
添
付
ラ
ベ
ル
が
確
認
で
き
た
。

表
5

で
は
そ
の
ラ
ベ
ル

に
よ
っ
て
大
き
く
庶
務
関
係
と
会
計
関
係
に
分
類
で
き
る
と
考
え
て
示
し
て
あ
る

が
、
こ
の
二
つ

で
残
存
冊
子
の
約
半
分
を
占
め
る
。
こ
う
し
た
保
存
状
況
か
ら
国
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の
委
任
事
務
を
中
心
と
し
た
、
明
治
以
降
今
日
ま
で
続
く
役
場
や
行
政
の
あ
り
方

を
初
彿
と
さ
せ
る
。

ま
た
、
城
端
町
が
保
管
す
る
合
併
以
前
の
―
ニ
―

四
点
あ
ま
り
の
旧
町
村
役
場

文
書
を
確
認
し
た
。
そ
の
概
要
は
年
代
で
整
理
し
て
表
6
に
示
し
た
。
こ
の
う
ち

昭
和
期
の
合
併
に
伴
い
、
大
鋸
屋
村
に
関
す
る
も
の
三
一
点

・
蓑
谷
村
は
二
九
点
・

南
山
田
村
八
八
点

・
北
野
村
八
三
点
な
ど
が
旧
村
か
ら
引
き
継
が
れ
、
城
端
町
の

役
場
文
書
の

一
部
と
し
て
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一

方
で
合
併
以
前
の
旧
城
端

町
に
関
し
て
の
冊
子
が
数
多
く
残
る
。
ま
た
、
旧
町
に
関
す
る
保
管
冊
子
の
総
数

表 4 ラベル名による簿冊番号と簿冊年代

1 ~~ 皇呈
度推測される。

表 5 大鋸屋村役場文書時期別保存簿冊数

九八三点のうち約八0パーセントが合併以前のものである。このうち

明治後期から大正期にかけてと戦後から合併に至るまでの時期にかけ

ての文書の量的な伝存が注意される。

こうした役場文書は一見偶然に残ったようにみえるが、恐らく役場

職員が何らかの必要性から、意識的に選別し保存した結果が反映され

ているともみられる。その意味で選別・破棄されて残った後の文書で

はあるが、城端町域の今後の行政においても、また歴史的資料として

も活用されるべき貴重なものである。

内谷 簿冊概数 記録年代 、'比（％）
村会議案 •原案・議決録 78 明治22~昭和27年 (4. 3) 
謙事録 22 明治22-昭和23年
謙事関係 14 昭和2-17年
村会原案 42 明治35-昭和17年
村会議員選挙 6 明治22-43年
村会招集告知書 34 大正2-昭和17年
小計 196 10. 8 
公ホ原簿 46 明治40-昭和24年
土木請負契約関係 73 明治35-昭和15年 (4. 3) 
工 請負関係 8 昭和4-11年
報 申請書 27 大正10-昭和27年
印 10 昭和2-12年
石訂 関 1!(, 15 昭和 2-17年
庶務関係 15 昭和11-17年
社会教化 13 昭和 2-17年
時局匡救 4 昭和 7-9年
統計関係 15 昭和 2-17年
小計 226 12. 5 
a 以上赤庶 422 23.4 
歳入歳出一覧表 75 明治34-昭和25年 (4. 1 l 
古出一覧 19 明治43年
予算書綴 34 明治29-昭和25年
県税領収書 29 大正 5-昭和15年
国税領収書 28 明治43-昭和11年
村税賦課台帳 14 大正4-8年
納額通知書 12 明治44-昭和4年
小計 211 11. 7 
収入計算書 ・命令簿 19 明治33-大正15年
領収書綴 44 明治43~昭和16年
各大字支出関係 46 明治34-大正11年

寄地土流付価地用取窒物通件調記知台帳通書帳知簿

22 明治22-昭和12年
44 明治8年
29 大正4-昭和14年
16 明治33-大正5年

郵便切手受払簿 41 明治23-昭和22年
出張命令簿 37 明治30~昭和16年
小計 298 16. 5 
b 以上赤会 466 25. 8 
a+b 888 49.3 
'l  1803 100 

※上段は表紙に赤庶と貼紙、下段は赤会と貼紙があるものからそれぞれ分類し、その

冊数を数えた。この分類の詳細は不明であるが、庶務と会計との区分と思われる。

この貼紙は恐らく戦前になされたものと考えられる。表紙にこの記号がないものは

昭和20年代が中心であり、これを上の表の分類に分けて加えた。本簿冊の数は目録

より数えた概数である。参考にそのいくつかについて保存総数に占める割合を示し

た。これによるとやはり、村会関係・土木関係・税務関係などが保存の中心を占め

ていることがわかる。
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表6城端町保存役場文書

和暦 簿冊数
城端町文書保存対比 文書総数地区別対比

（％） （％） 

明治8~21年 10 1 
明治22~29年 21 2. 1 
明治30~45年 141 14. 3 
明治45~大正15年 207 21 
昭和2年～昭和6年 64 6.5 

城端町
昭和7-12年 64 6.5 
昭和13-16年 69 7 
昭和17-20年 63 6. 4 
昭和21-26年 117 11. 9 
昭和27年-48 190 19. 3 
年未詳 36 3.6 
小計

----------------------------------------------------------------
982 100 80.9 

大鋸屋 31 2.5 
蓑谷 29 2. 3 
南山田 88 7. 2 
北野 83 6. 8 
能美 1 o. 1 --------------

小計
----------------------------------------------------------------

232 
総計 1214 100 

※本表の城端町については、時期区分による保存状況の比率 （保存総点数に対してそれぞれの項目

の比率を示している）を参考に示している。ここでは明治末年から大正期と戦後から町村合併ま

でに文書が集中しいる。昭和48年を下限とすることからこのころに一度選別が行われた可能性が

考えられる。そのほか、合併時に移管された旧村役場文書については、町村合併直前の議決録や

支出関係、小学校、統計、戸籍関係、履歴などがみられる。ただし、これらの史料は本巻の編集

に限定して特別に歴史的史料として予備調査を実施したものである。このため、整理 ・保存の継

続中の行政史料であることを鑑みてその概要を示すにとどめた。

本
巻
編
集
に
当
た
っ
て
確
認
さ
れ
、
利
用
さ
れ
た
こ
う
し
た
、
区
有

文
書
を
は
じ
め
役
場
文
書
な
ど
こ
れ
ら
の
文
書
群
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
地
域

社
会
の
成
り
立
ち
や
地
方
自
治
の
展
開
な
ど
を
考
え
る
う
え
で
、
貴
重
な
資
料
に

成
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
歴
史
研
究
は
言
う
に
お
よ
ば
す
、
今
後
の
よ
り

豊
か
な
地
域
像
を
考
え
る
た
め
の
基
礎
的
な
資
料
と
し
て
、
活
用
で
き
る
と
思
わ

資
料
保
存

今
日
言
う
と
こ
ろ
の
平
成
の
大
合
併
に
よ
る
地
域
社
会
の
拡
大
化
は
、
急
速
に

地
域
の
結
節
点
を
失
わ
せ
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ

ー
の
希

薄
化
を
も
た
ら
す
の
で
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
、
高
度
成
長
期
を
境

に
地
域
社
会
に
も
大
き
な
都
市
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
た
。
そ
う
し
た
社
会
の

変
化
の
な
か
で
、
自
治
行
政
の
あ
り
方
を
示
す
役
場
文
書
な
ど
行
政
資
料
、
地
域

社
会
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
区
有
文
書
や
個
人
所
蔵
の
各
種
資
料
な
ど
の
散
逸
の

進
行
が
心
配
さ
れ
る
。

事
実
、
過
去
の
町
村
合
併
や
市
町
村
に
お
け
る
自
治
体
史
の
刊
行
に
よ
っ
て
、

ま
た
地
域
の
世
代
交
代
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
事
情
に
よ
り
、
多
く
の
貴
重
な
記
録

資
料
が
失
わ
れ
た
経
緯
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
今
こ
の
瞬
間
に
も
全
国
で
貴

重
な
記
録
資
料
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
て
、
今
日
で
は
富

山
県
公
文
書
館
な
ど
を
含
め
て
全
国
的
な
歴
史
的
諸
資
料
の
保
存
に
対
す
る
活
動

の
高
ま
り
が
見
ら
れ
る
。

本
町
域
で
も
住
民
の
手
で
今
日
ま
で
守
ら
れ
て
き
た
、
文
化
財
的
な
各
種
の
資

料
と
と
と
も
に
、
古
文
書
な
ど
各
種
の
記
録
資
料
を
、
地
域
住
民
の
共
有
財
産
と

し
て
未
来
へ
と
適
切
に
保
存
し
な
が
ら
、
継
続
的
な
整
理

・
研
究
が
な
さ
れ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
自
治
体
史
の
編
さ
ん
が
地
域
諸
資
料
に

対
す
る
一
層
の
理
解
と
保
存
へ
の
契
機
に
な
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
願
う
も
の
で
あ

る
（
平
成
一
四
年
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
連
絡
協
会
富
山
全
国
大
会
高
橋
報

告
お
よ
び
同
会
「
会
報
」

64
号」）。

れ
る
。

（
高
橋
延
定
）

465 





印

刷

発

行

編

集 平

城

端

町

史

編

集

委

員

会

城

端

町

教

育

委

員

会

富
山
県
東
砺
波
郡
城
端
町
＿
〇
四
六

〒
九
三
九
ー
＿
八
九
二

電
話

(0
七
六
三
）
六
ニ
ー
＿
ニ
―
二

富

山

ス

ガ

キ

株

式

会

社

成

一
六
年

一
0
月
二
日

発

行

城
端
町
の
歴
史
と
文
化
（
資
料
編
）




